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　電車線保守においてトロリ線摩耗抑制は重要課題の一
つであるが，トロリ線摩耗はその形成機構が非常に複雑
であり，未解明な事項が多い。トロリ線の摩耗形成に影
響を与える要因としては，パンタグラフの動特性，パン
タグラフ集電電流，すり板の材料特性，走行速度，架線
構成，トロリ線表面状態などが挙げられ，これらの要因
がそれぞれ関連しあい，トロリ線摩耗に影響を及ぼして
いるものと思われる。より直接的な要因としては，パン
タグラフの接触力と離線アークがトロリ線摩耗と深い因
果関係があることが予測されるが，これらの定量的関係
は不明である。
　そこで，鉄道総研ではトロリ線摩耗と接触力との定量
的因果関係を明確にするため，架線に各種センサを設置
し，測定区間を通過する全てのパンタグラフ接触力を推
定する手法を開発し，数値計算および所内試験において
検証を行った。その結果，本手法は接触力の推定手法と
して有効であることを確認した。

（鉄道総研報告，2007年10月号）

図　接触力推定結果（実験値）
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